
日
本
人
男
性
帰
国
へ

第
二
次
大
戦
末
、
旧
ソ
連
に
占
領
さ
れ
た
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
（
樺
太
）
南
部

で
育
ち
、現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住
む
日
本
人
男
性
が
、ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
、

家
族
と
と
も
に
隣
国
ポ

ラ
ン
ド
に
避
難
し
た
。
男
性
ら
は

日
、
祖
国
で
あ
る
日

本
に
向
か
う
。
２
回
の
戦
争
で
人
生
を
変
え
ら
れ
た
男
性
は
今
、
何
を
思
う
の
か
。

毎日新聞社と毎日新聞
東京社会事業団は、紛争
や災害、貧困などで苦し
む世界の人たちを支援す
る救援金を募集していま
す。ウクライナ難民を人
道支援する国連救援機関
などに送ります。郵便振
替か現金書留でお寄せく
ださい。物品はお受けで
きません黕紙面掲載で麎匿
名希望」の方はその旨を
明記してください黕

新聞東京社会事業団「海
外難民救援金」係（郵便

鱻０鱻

難民救援金募集

在ポーランド日本大使館
に到着した（左から）降
旗英捷さん、孫の妻イン
ナさん、ひ孫のソフィア
ちゃん、長男の娘ウラジ

で 日、三木幸治撮影

２度の戦争振り回され

男
性
は
降
旗
英
捷
さ
ん

。長
野
県
で
生
ま
れ
た
が
、

父
親
の
仕
事
の
都
合
で
当
時
、

日
本
領
だ

た
樺
太
南
部
に
移

り
住
ん
だ
。
だ
が
１
９
４
５
年

８
月
、
ソ
連
が
日
本
に
侵
攻
。

樺
太
は
占
拠
さ
れ
、
そ
の
後
、

ソ
連
領
と
な

た
。
幼
か

た

降
旗
さ
ん
だ
が
、
今
で
も
ソ
連

兵
が
家
に
上
が
り
込
み
、
「
な

ぜ
日
本
人
が
残

て
い
る
の

か
」
と
威
嚇
し
た
日
の
こ
と
を

覚
え
て
い
る
と
い
う
。

樺
太
に
残
留
し
た
邦
人
は

年
ま
で
に
大
部
分
が
帰
国
し

た
。
だ
が
降
旗
さ
ん
の
父
親
に

は
許
可
が
出
な
か

た
。
理
由

は
不
明
だ
が
、
製
紙
工
場
で
働

い
て
い
た
父
親
が
有
能
だ

た

た
め
、
ソ
連
が
手
放
さ
な
か

た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
降
旗
さ

ん
は
レ
ニ
ン
グ
ラ

ド
（
現
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
工
業

大
に
進
学
後
、
ポ

ラ
ン
ド
人

の
妻
と
結
婚
。

年
、
妻
の
姉

が
い
る
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

移
り
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
機
械

工
と
し
て
長
年
働
い
て
き
た
と

い
う
。

年
以
降
、
日
本
の
市

民
団
体
の
支
援
で
降
旗
さ
ん
の

き

う
だ
い
４
人
は
北
海
道
に

永
住
帰
国
し
た
が
、
降
旗
さ
ん

は
妻
の
意
向
な
ど
を
考
慮
し
、

現
地
に
と
ど
ま

た
。
妻
は
約

３
年
前
に
亡
く
な
り
、
今
は
１

人
暮
ら
し
だ
。

今
年
２
月

日
、
「
起
こ
ら

な
い
と
信
じ
て
い
た
」
ロ
シ
ア

軍
の
侵
攻
が
始
ま

た
。
降
旗

さ
ん
が
住
む
西
部
ジ
ト

ミ
ル

も
頻
繁
に
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受

け
た
。
「
軍
事
拠
点
だ
け
を
狙

て
い
る
」
と
い
う
ロ
シ
ア
軍

の
説
明
と
は
異
な
り
、
学
校
や

民
間
人
の
住
宅
も
爆
撃
さ
れ

た
。
「
早
く
避
難
し
て
」
。
降

旗
さ
ん
は
日
本
に
住
む
き

う

だ
い
に
強
く
促
さ
れ
た
。

戦
闘
中
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

歳
の
男
性
は
出
国
禁
止

だ
。
そ
の
た
め
、
孫
の
妻
イ
ン

ナ
さ
ん

と
ひ
孫
の
ソ
フ

ア
ち

ん
２
、
長
男
の
娘
の

ウ
ラ
ジ
ス
ラ
ワ
さ
ん

の
計

４
人
で
避
難
し
、
ポ

ラ
ン
ド

経
由
で
日
本
に
向
か
う
こ
と
を

決
め
た
。
「
き

と
祖
国
は
受

け
入
れ
て
く
れ
る
は
ず
」
。
降

旗
さ
ん
は
そ
う
信
じ
た
。

５
日
に
ジ
ト

ミ
ル
を
出
発

し
、車
で
国
境
に
向
か

た
が
、

途
中
、
西
部
リ
ビ
ウ
で
車
が
故

障
。
国
境
周
辺
で
は
大
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
た
。
ポ

ラ
ン
ド

に
着
い
た
の
は
出
発
か
ら
３
日

後
の
８
日
だ

た
。
日
本
へ
の

帰
国
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
が

全
面
支
援
し
て
く
れ
た
。
降
旗

さ
ん
と
家
族
は

日
に
日
本
の

査
証
ビ
ザ
を
取
得
。

日
の

直
行
便
で
帰
国
す
る
予
定
だ
。

降
旗
さ
ん
は
一
時
帰
国
を
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
長
期
滞
在

は
初
め
て
。
日
本
語
を
ほ
と
ん

ど
忘
れ
て
し
ま

て
お
り
、
新

し
い
生
活
に
不
安
は
あ
る
一

方
、「
楽
し
み
に
も
し
て
い
る
」

と
話
す
。
日
本
の
印
象
は
「
人

が
親
切
で
、
街
が
清
潔
」
だ
と

い
う
。

一
方
、
戦
争
の
先
行
き
は
見

通
せ
な
い
。
イ
ン
ナ
さ
ん
と
ウ

ラ
ジ
ス
ラ
ワ
さ
ん
は
家
族
を
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
残
し
て
お
り
、
彼

ら
へ
の
心
配
も
尽
き
な
い黭
降

旗
さ
ん
も黬
将
来
に
つ
い
て
は

決
め
か
ね
て
い
る
。
き

う
だ

い
が
い
る
日
本
に
住
み
続
け
た

い
と
思
う
一
方
、
戦
争
が
終
わ

た
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
復
興

を
手
助
け
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
る
。
「
簡
単
に
は
決
め
ら

れ
な
い
」
と
言
う
。

降
旗
さ
ん
は
少
年
時
代
、
樺

太
で
ソ
連
人
の
子
供
に
服
を
脱

が
さ
れ
る
な
ど
の
い
じ
め
を
受

け
た
。
そ
の
後
も
ソ
連
、
そ
し

て
後
継
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
振

り
回
さ
れ
て
き
た
が
、
取
材
に

対
し
、
直
接
的
な
非
難
は
口
に

し
な
か

た黭た
だ黬「
私
も
若

け
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め

に
戦
う
べ
き
だ

た
と
思
う
」

と
語
り
、
「
第
二
の
故
郷
」
へ

の
強
い
思
い
を
の
ぞ
か
せ
た
。

北
海
道
旭
川
市
に
住
む
降
旗

さ
ん
の
妹
、
畠
山
レ
イ
子
さ
ん

は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ニ

ス
を
毎
日
泣
き
な
が
ら
見
て

い
た
。
（
降
旗
さ
ん
が
）
無
事

に
日
本
に
戻
れ
る
と
聞
い
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
」と
話
し
た
。

樺
太
残
留
邦
人
の
支
援
を
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
サ
ハ

リ
ン
協
会
」
は
、
降
旗
さ
ん
家

族
の
旅
費
や
日
本
で
の
生
活
費

を
支
援
す
る
寄
付
を
募

て
い

る
。

【
ワ
ル
シ

ワ
三
木
幸
治
、
パ

リ
久
野
華
代
】
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